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第２４号

執筆者

＠短信

柳 たかを

私的なことなのですが、2016年2月末で

2015年2月末から続いてきた勤務先(宝塚

大学)との不当解雇の訴訟に決着がつき、

ひとまず様々な責任から解放されました。

職は失いましたが、結果は実質勝利和

解なのでホッとし納得しています。

11年間のマンガ担当教員としての生活

は予想以上に時間とエネルギーが必要で

したが、つきあう相手が若い未来に夢をも

つ若者達であったおかげで、会社勤めの

ようなストレスに悩むことはなく、だから続

けられたのだと思います。

3人一緒に闘ったうちの若い先生は、4

月から新しい職場で教員支援員としてリ

スタートされることが決まっており、もう一

人の先生は語学の非常勤講師としてすで

に複数の大学で教壇に立たれています。

私もマンガ(カートゥーン)の指導で、ま

た若者と共に学びたいという希望もある

のですが、それとは別に約20年以上昔か

ら夢みていたプランがあります。

それはDIYでアトリエとして使うことを目

的にした10坪ほどのログハウスを建てた

いというものです。

「なら建てたらいいやん」なのですが、設

計・建築確認・基礎工事・ログ材の加工・

組立て・内装・電気工事も全部自分でやり

たい、全く建築の知識はないのでゼロか

ら人に尋ね勉強しながらですので、はたし

ていつ出来るのか、そもそも完成するの

かいっぱい不安もありますが始めよう

と考えています。

さいわい建築予定地である妻の実家は

広い敷地で建てる土地の選択に悩む必

要はありません。

60代後半、腰痛の持病はありますが、

夢みて前進する情熱はまだあると思って

います。

ど素人が始めることなので、心がまえと

しては、よく調べて準備計画をすること、

焦らない、無理しない、怪我しない、しん

どい時ほど楽しむ気持ちを忘れないよう

つとめて頑張ろうと思っています。次の号

の執筆者短信でちょっぴりでもDIYのご報

告を書けたらと思います…

齋藤 清二

京都に来て、ほぼ 1 年が経過し、ようや

く交通手段や地理感覚なども頭に入るよ

うになり、それを利用して、色々なところを

見て廻ったりしてエンジョイしている。1 月

から 2 月にかけては、専ら修論指導に勢

力を投入してきたが、色々私も学ぶところ

が多く、学生さんから力をもらったように

感じている。私が関わった学生さん達の

修論はほとんどが、質的研究法を用いた

ものだったこともあり、一緒に論文を仕上

げていくプロセスに伴走することで、しばら

くなまっていた思考を再度鍛えられたよう

に感じた。興味はあるが身近過ぎるような

テーマについて、出来る限りの精緻な分

析と考察を加えつつ、言語化し発信できる

何かを創り上げていくような作業を、学生

さんに負けないように、私自身も続けてい

きたいという意欲をもらったことに感謝し

たいと思っている。

石田 佳子

今回は、身辺に変化があって忙しかっ

たので、連載をお休みしさせていただきま

した。変化というのは、C 型肝炎が治った

（らしい）こと、はじめて自宅を購入したこ

と、引っ越しに伴い大量の資料を捨てたこ

とです。

C 型肝炎の治療については、昨秋から

ハーボニーという新薬を飲み始め、8 週間

目の検査で「ウイルス検出せず」という結

果を得ました。この治療には副作用がほ

とんどなく、従来のインターフェロンによる

治療と比べると、夢のように楽でした。ウ

イルスが消えても長年積み重ねた肝臓へ

の影響があるため肝癌になる可能性はゼ

ロにならない（普通の人よりは高い）ので

すが、以前よりも身体が軽くなり、なんとも

言えない解放感を噛みしめています。

自宅の購入は、日本国内で行いました。

まだ当分、私たち夫婦が元気に動き回れ

る間はマレーシアを本拠地にする予定で

すが、高齢の義父母が日本に住んでいる

こと、今後も肝臓の経過観察が必要なこ

とから、今後もたびたび帰国する必要は

あるでしょう。また、海外に住んでいると、

政治・経済、テロやヘイズなどで状況が急

変することがあるため、やはり「いざという

時には日本に帰れる（帰る場所がある）」

のは、非常に心強いと感じます。そのため、

帰国時に利用できるホテル替わり/ 海外

へ出るためのベースキャンプとして、関西

国際空港の近くに中古のマンションを購

入しました。

そしてその引越しを機会に、仕事（心

理・建築）関係の資料を大量に捨てました。

仕事を辞めてすぐ引っ越した時には、「ま

た使うかもしれない」と考えて捨てられな

かった文献や図面などです。あれから約 3

年間が経ち、自分の中で残すべき物がは

っきりしてきました。心を込めてお会いし

た方々との記録や何度も読み直して影響

を受けた文献などは、いまだに捨てられ

ませんが、専門的な学術的議論や詳細な

検査マニュアルなどは、「もう必要ない」と

考えて処分しました。

そのような訳で、今回の日本での生活

は、当初予定していた 3 か月から半年に

延びましたが、これが出る頃には再びク

アラルンプールへ戻っています。ずっと気
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がかりだった問題がひとまず解決されて、

心身ともに身軽になり、今後は本腰を入

れてマレーシアでの生活を味わいたいと

思っています。

しすてむ♪きよたけ

前号で一区切りとなった「猫」の小池は、

僕の後輩です。一区切りの話は、今回か

ら連載助走を始めた奥野（小池の同期）

から聞いていました。社会人としてステッ

プアップしている小池に、喜ぶ思いとここ

での連載を休憩する切なさがありました。

でも、奥野と「こういう転機って、うまくは

言えないけど…大事な意味がありそうだ」

「俺らにとっても何かもたらしている」的な

話しをしました。

何かを止める時の決断って、勇気がい

ることだと思います。したいことや大事に

していること、楽しんでいることだったらな

おのことかな。

今更だけど、小池！応援してまっせ〜！

また、ここで会える日を。そして、奥野〜

〜君とは頻繁に話しまくっているけどここ

で再会できること、嬉しいです。修論終わ

ってから、僕ばかりが話していると思うし、

何か変わるんじゃないかと思って楽しみ

にしてます。せっかくだから、小池も誘って

みようよ〜。ということで、そうだ！小池に

聞いてみよう！？

小林茂

対人援助学ガジンの連載を始めてから

1 年が過ぎました。もともとテーマを決めら

れないまま見切り発進したわけですが、

連載というものを始めると単発で、特集な

どテーマが決められているものとは違った

心構えを使うものだと知りました。

正直、毎回話題をまとめるのも、なかな

か難しいものだと感じつつ、この連載とい

う機会を上手に活用したいなぁ、と思いま

す。

そして短信については、遊び心をもって

楽しい近況報告にしていきたいと考えて

います。気持ちも新たに取り組みたいと思

います。よろしくお願いします。

水野スウ

出前紅茶は、私がピンで（一人で）語る

場合がほとんどだけど、先日珍しく、親子

で話して、のご注文をいただき、「おやこら

ぼ・けんぽうぶっくトーク」と題して、娘と私、

漫談スタイルで語ってきました。「あなたと

わたしの・けんぽう BOOK」の文章を書い

たのは私ですが、編集とデザインを担当

したのは娘。この親子コラボがなければこ

ういう本にはならなかったと思うので、そ

のあたりの話を。

SNSなどでお知らせしてない短期間のよ

びかけ企画にもかかわらず、ぎゅうぎゅう

つめの40人越え。いらしたみなさんはすで

に本を読んでる方たちなので、中味は文

字通りのぶっくトーク。

 去年5月、安保法案が通るまでに憲法の

本をつくりたいから手伝って、と私が言い

だした時、「え、なんで？憲法の本なら専

門家の書いたのが今いっぱい出てるし、

ましてそんな短い間に、しろうとが憲法の

本を書くなんてとうてい無理だよ」と難色を

示した娘。

そう言われてもひかない私。うん、もちろ

ん専門家じゃない私だけど、それでもここ

10年余りずっと憲法を語ってきて、みんな

にとって憲法がいかに遠いとこにあるか

や、13条と12条のこと、こんなふうに語っ

てる人はほかにいない、って確信したから、

こういう私が憲法の本をつくることにきっと

意味があると思う、と。

それからひと月半おくれで、娘の、本づく

りモチベーションが自分ごとになりました。

自分がよく行く親しい場所や、一番みぢか

な存在のパートナーと、政治の話をする

のが、どうしてこうもむずかしいのか。安

保国会を見ていてもわけがわからず、も

やもや、ざわざわしたきもちを抱えてるマ

マたちにこそ、読んだら少し頭ん中がすっ

きりする、夫と話す時の材料にもなる、そ

んな本を、自分も勉強しながら一緒につく

りたい。そう思えた日から、娘は俄然、と

ても強力な、本づくり協力者になりました。

頭のつくりの丸い私と、四角い娘。私が

感情的になって怒りながら書いた文章は

バッサバッサときられ、私が少しあいまい

な記憶で書いた部分は、娘がしっかり調

べて裏付けをとり、いつ誰が何を発言した

か、の注釈を入れ。そういうコラボ作業の

積み重ねで、けんぽうBOOKはできあがっ

ていったのでした。 

この本ができた後、娘はいくつもの憲法

カフェに参加しました。そこで感じるのは

やはり、いわゆる、せいじの話って、なぜ

こうもひとと語りにくいんだろ、ってことでし

た。

娘も私も、この日何より伝えたかったの

は、相手を責めるような、攻撃的な口調や

ことばでは、本当に伝えたいことは、それ

がどんなに正しいことでも伝わらない、と

いうこの一点。政治の話をする時も、「わ

たし」を主語に、誠実に、相手に伝えてい

く努力。とりわけ、選挙に関する話はその

「段差」が大きいけど、あ、そこ、段差にど

うぞお気をつけください、みたいなきもちで

語っていくこと、いっそう大事だね、と。

語りにくさの違和感をこそ否定しないで、

答えが出ないことでも一緒に考えていき

たい、語りあえる場をつくりたい。 そう思う

娘のつくった言葉が、「すきま12条」。 覚悟

きめた人たちがする、立派で大きな、「不

断の努力」の12条も大事だけど、 そんな

12条のすきまをうめるような、ささやかな

12条を、自分はしていこう、そんなこと語

れる場を自分ではじめよう、って、娘は今

思っています。

さてさて、平和を創っていくのに必要な、

いくつかの「しょん」って、何でしょう？ と、

私からみなさんに質問。これが答えだ！と

いうのはないと思うけど、私の考えたのは、

communication＋imagination＋action。 ほ

かにも、

negociation,education,vision,motivation,mi

ssion,attention,,,などなど、きっといっぱい

ありそうなので、これからもみんなで考え

ていこうね。 あ、「しょん」はつかないけど、

もちろん、そこに「愛」は、必須です！と。

emotionも、愛のひとつですね。

「♪13条のうた」の親子デュエットのあとは、

いらしたみなさんに、今日持ち帰りたい言

葉か、自分のできるすきま12条を書いて

いただいて、それをもとにグループトーク。

 最後に、各グループのお一人から、みな
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さんの言葉を発表してもらうシェアリングタ

イムを経て、終了。

2 人でうちあわせは一応していったけど、

ところどころ言うこと忘れたり、ずっこけた

り。 その分、みんなにいっぱい笑ってもら

い、考えてもらいの、ノンストップ 2 時間半。

私たち自身、終わるなり、おもしろかった

～楽しかった～～！と思わず声にでて。 

大爆笑と、なぜか涙もいっぱいの、親子

漫談トークでした。

高垣愉佳

やっと修士論文を提出しました。これか

ら口頭試問、その後合否発表と続くので、

結果がどうなるのかは現時点では分かり

ません。今はやりきった爽快感とやり切れ

たのは周りの方々のおかげだという感謝

の気持ちでいっぱいです。結果を思い悩

んでも仕方が無いので、今は今出来る事

をやっていこうと思います。手始めに、対

人援助マガジンの原稿を期日内に提出す

る事から（笑）。

浦田雅夫

実弟のような存在であった甥っ子が若く

してガンで亡くなりました。でも久しぶりに

ゆっくり話せたね。ありがとう。がんばった

ね。もう安心してゆっくりしてください。

早樫一男

「日本のジェノグラム」として連載していま

すが、中央法規出版より「対人援助職の

ためのジェノグラム入門」として発刊する

ことになりました。ジェノグラムに関する内

容をまとめたいという思いがやっと一冊の

書物になります。発刊は４月２０日。気軽

に読めるものですので、ぜひ、ご購読くだ

さい。定価は１６００円です。

中島弘美

対人援助学会研究会

第 17回（通算 41 回）の感想

研究会の準備等を、千葉さんや山口さ

んとともに担当させていただいています中

島弘美です。2015 年 12 月 25 日は牧師の

遠藤勇司さん【来談者は素敵な先生：ナラ

ティブ・セラピーのワークを通して】でし

た。

当日、「クリスマスのこの時期は特にお

忙しいのでは？」とたずねると「さっきまで、

釜ヶ崎のおんちゃんたちへのクリスマスプ

レゼントとして、お弁当をつくったあとここ

に来ました」と、微笑まれました。教会で

の活動だけでなく、路上生活者などへの

支援もされています。

まずはワークをやっていただきましょう

と、ペアになって「二つの自己紹介」が、ス

タートです。参加者約 35 名の表情がみる

みる豊かになり、会話がはずみます。感

想を発表したあと、ナラティヴについての

説明がありました。続いては「あなたの考

える、超！完璧な対人援助職、超！完璧

な来談者(被援助者)とは？」のワークです。

個人作業のあと 4 人ずつになってディスカ

ッションし、発表です。グループでの話し

合いや発表の時間がたっぷりあるので、

しっかりとシェアすることができます。ここ

で、あらためて対人援助への姿勢につい

ての解説です。もしも、あなたが野球少年

だとします。イチローにインタビューをする

機会があるとすれば、たずねたいと思うこ

とを一生懸命に質問をして、その返事を

一生懸命に聴きますよね、それと同じで、

「被援助者に学ぶという姿勢が援助者に

とって大切だ」ということを強調されました。

まったくその通りだなぁとワークを通して体

験することができました。いつも、ゲストス

ピーカーの話からの学びが多いのですが、

参加者とともに作り上げていく研究会であ

ったと思いました。

アメリカやドイツの留学話も聞きたいな

と早くも次の機会があることを願っていま

す。

木村晃子

この 1 月、石川県で継続開催されてい

る、「いしかわ家族面接を学ぶ会」に参加

させていただきました。マガジンの執筆者

である、水野スウさんとは、2 回目の出会

いでしたが、今回は、ジェノグラム面接を

通して、確かな出会いになりました。出会

いというのは、実に不思議だと感じます。

世の中には、こんなにたくさんの人がいる

のに、「今、出会ったこと」が奇跡のような、

必然のような・・・とにかく、元気をいただ

いたのでした。

学ぶ会が終了してからは、金沢の駅でお

土産巡り・・・すると、今度はマガジン執筆

者のきよたけさんと出会った。「マガジン」

でつながるご縁。昔で言うと、「同人誌」み

たいなイメージだけれど、同人でもないよ

うな、あるような・・・改めて、「マガジン」の

面白さを感じたものです。そして、きっと、

この後も、まだお会いしていないマガジン

執筆者との出会いが待っていると思いま

す。ワクワクな楽しみです。

藤信子

これまでは大体毎冬に 1 回風邪をひい

ていたのに、今年の冬は 12 月のはじめに

ひいて、今週の初めからまた鼻かぜにな

った。いろんな仕事がそろそろ片付いたと

気が緩むと風邪をひくようだ。ただ 2 回目

となると、年齢のせいで無理がきかなくな

っているのかもしれない。ところで自分の

年齢を自覚することは、どんな時だろう。

話をしていて「この間のこと」と言い、何年

くらいのことかと聞かれ、考えてみると

20-30 年前のことだったということがあり、

質問してきた人との年齢を考え、その人

にとって「この間・・」は何年くらい前だろう

か、あるいは年単位ではないのだろうかと

考える時である。そんな時以外も、年齢の

ことを考えて、もう少し体を大事にしようと

少し思っている。

中村周平

怪我をして以来、母校の試合やプロ野

球の観戦などは行く機会がありましたが、

「スポーツをする」という点ではまったくと

言っていいほど関わることはありませんで

した。自分にとっては「ラグビー」が一番で、

それ以外に「もう一度チャレンジしよう」と

いう気持ちにさせてくれるスポーツ(もちろ

ん、運動機能との関係で物理的に不可能

な種目もありました)と出会うこともありま

せんでした。

そんな中、ある団体の新年会で糸賀享

弥という方と出会いました。それから約一

年、気が付けば「Wheelchair Football」とい
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うスポーツを一緒に盛り上げていくことに

…。久しぶりにスポーツに打ち込む日々を

過ごしています。その経緯についてはマ

ガジンでまた触れさせていただこうと思い

ます。

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/news/20

160221-OYO1T50009.html

浅田英輔

新しい部署にきて 1年が経つ。この 1年、

「県庁にきたの初めてなんです」と言って

きたが、毎回驚かれるし、自分でもなんと

かなったのかなと感じている。電脳に関す

ることを書いているが、まだまだ普段の仕

事の中で、考える必要がないことで自動

化できることがたくさんあるように思う。政

策を考えるだとか、事業を進めていくとい

うことも大きな仕事であるが、書類を作っ

たり数字を並べたりといった仕事が非常

に多いことに驚いた。考えるべきところに

時間をかけて、それ以外のところはどんど

ん自動化していきたいと思う。もっとパソコ

ンをいじる時間を増やさないとね！！

中村正

院生の卒業時期である。毎年ユニーク

な修士論文ができあがり、2 年間にわたる

成果がでてくる。今年も多産であった。衛

生的な理由でなくマスクをつける人の研

究、訪問精神科看護師のエスノグラフィー、

自宅が交番という日本に独自な駐在所の

研究、女性の精神障害者ばかりの就労支

援事業所の組織分析、在日韓国人と日本

人の出会う場所で起こっていることの研

究、視覚障害者とガイドヘルプをする人の

身体接触の微細な奇妙さについての調査、

妊婦体験のインタビュー調査、母娘関係

のオタク的趣味と距離化についての研究、

中国の一人っ子政策での子育ての諸相

の研究と続く。在日朝鮮・韓国人も入所す

る高齢者介護施設で調査をしている韓国

からの留学生の研究は継続していくことと

なった。学部からのストレート院生、留学

生、対人援助の現職社会人が入り乱れた

演習だった。実に多様な対人援助学の諸

相である。教員が教えられることも多い。

指導をしていて楽しい。リサーチすること

と将来の職業選択はかならず相関してい

き、こうした視野で研究課題が見据えられ

るということは、目先の技術や狭い研究課

題ではないその人の大きさを感じる。専門

的力量と言うよりも教養の大切さをいつも

思う。そしてつくづく思うことは問題意識の

広がりと課題の深まりに応じて行く過程が

大切なことだ。そこでは、①学術的である

ということは偏狭さも意味するので中途半

端な先行研究は読まない方がよいこと、

②どんな方法を採用するのかは研究対象

と問題意識によるべきこと（指導教員があ

れこれいってもやりたいことをやること）、

③院生は偉いという頑なに見える変なプ

ライドを捨てること、④誰からも認められよ

うとする優等生的な態度は捨てること、⑤

オフィスアワーでの対話を楽しむゆとりを

もつこと、⑥教員の批判的コメントを全否

定されたようにとらえないことである。

これらののりこえと共に研究成果は訪

れる。もちろん院生ばかりに課題がある

のではなく、大学という制度自身も課題が

多い。教員たちも変化を求められている。

そこで次の計画を考えている。大胆な対

人援助職者向けの大学院リサーチプログ

ラムである。教員とシステムが出かけてい

くという発想だ。大学に来てもらうという形

態の学びは、少なくともリサーチをしたい

という社会人には間尺に合わないと思う

ようになった。現場にいく動く大学院であ

る。対人援助の知は現場にこそある。い

ずれ構想を提案できると思う。ご期待あ

れ。

牛若孝治

昨年の 8 月、京都市北区千本北大路

の視覚障碍者施設のライトハウスで、10

数年ぶりに視覚に障碍のある友人 M と再

会した。恥ずかしいことに、私の周囲には、

視覚に障碍のある友人はほとんどいない、

というより、これまで私が積極的に視覚障

碍のある人たちと関わろうとしなかったの

で、友人がいないのは当然である。だが

Mは、10数年前に、私と喫茶店で会ったこ

とを覚えていてくれた。どうやら私が M の

相談に乗ったらしく、そのときの私の対応

がよかったようで、いつか私に会いたい、

と思っていてくれていたようだ。私たちはし

ばらくの間、10数年間の空白を埋めるよう

にして、あれこれと思い出を語り合った。

その後私たちは、ライトハウスで定期的

に食事をしたり、電話で話し合ったりして

いる。月に 2 度の割合で、M は私にいろい

ろと差し入れもしてくれる。「今日は寒いか

ら風を引かないように」などと、M は私に

何かと世話を焼くことも多くなった。もとも

と世話焼きやおせっかいが大の苦手な私

は、その度に「はい、はい」と言って、なん

とかその場を治めようとしている。

だが、よく考えてみると、今の時代、私の

ように独り暮らしをしていると、M のような

人がいてくれるのは心強い。今、「無縁社

会」や「無縁死」に関する本を読んでいる

のだが、単身世帯が増えてきている昨今、

この私だっていつでもどこでも「無縁社会」

に陥りやすい状況を意識させられている

このごろ。

袴田洋子

かくかくしかじかで、自分の独立型事

務所を作ることにしました。またピンに戻り

ます。今、事務所用賃貸物件を借りるとこ

ろです。法人も作ります。雇われている組

織で、理念そっちのけになってしまうのは、

百歩譲って仕方ないとすることが可能か

もですが、自分が経営者の立場では理念

そっちのけ、って、自分には無理でして。

組織理念って、やっぱり大事だと思うんで

す。私は、私らしく実践します。はい、すっ

きりしました。ということにしておきましょ

う。

団遊

長年の課題であった自分の英語力の

無さ。これに改善に兆しが見えています。

ことの発端は、新しく、昨年 9 月から参加

し始めた「ぷれいご」というワークショップ

です。このワークショップは、英語でお芝

居するワークショップなのですが、肌に合

いました。これまで、ベルなんとでくじけた

り、お金を GABA っと取られたり、英語へ

の意気込みは毎度散々な結果に終わり

続けていましたが、「ぷれいご」は違いま

した。

毎週水曜日、集まった 12 人で英語劇

「12 人の怒れる男」を稽古します。もちろ

ん発音のレッスンや英語でのショートスピ

ーチなどもありますが、メインはあくまで英

語劇の練習です。本番の舞台に備え、必

死に台本を覚えないといけません。また、
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演出家の指導が入りますから、控えめな

口調でぼそぼそしゃべっていては怒られ

ます。彼の演出プランに沿った「演技」を

「英語」でしないといけないのです。

台本には日常で良く使う英語がふんだ

んに散りばめられています。結果的に「使

える英語」をフレーズごと覚えていくことに

なります。また、自分のセリフだけでなく、

きっかけをつかむために他人のセリフも

頭に入れなければなりません。稽古の目

的がはっきりしていますから、無目的に、

興味があるのかないのかわからない先生

と 45 分間しゃべらないといけない、という

苦痛はありません。人生でプロの演出家

の指導を受けて演技を学ぶ経験も始めて

ですから、とにかく面白いのです。

9 月からはじまった稽古は 3 月で終了を

迎え、月末には本番が待っています。あ

まりのハマりように、これを止めるわけな

いは行かないと思い、4 月からのコースも

早速継続受講することにしました。

乾明紀

歯の痛みが無くなり食べたいものが食

べられるようになったのですが、今度は腰

痛と乾燥肌に悩まされることになりました。

腰痛は、デスクワークと子育てが原因で、

乾燥肌は床暖房の効いた畳の上で仕事

をすることが原因のようです。お仕事があ

り、かわいい子供がいて、床暖房のある

お家に住んでいるというのは、とても幸せ

なことなんですけどね。ストレッチや保湿

などのメンテナンスで身体を労わることも

大切ですね。

大石仁美

ワンちゃんを飼いはじめて 9 か月。ワン

は満一歳になりました。何をしても可愛

い！と思う親ばかですが、この間、ワンち

ゃん育ては失敗の連続でした。本当に人

間の子育てとよく似ていて、改めて教えら

れることばかり。

教本通りにはいかないのです。本による

と、ワンが甘えて鳴いても、無視するよう

に。我儘が通るということを学習させては

いけない。と書いてあります。ワンと人間

の関係は上下関係ですから、常に人間が

上でないと、制御出来ないことになっては

大変です。しかし、鳴くのにはそれなりの

理由があるということも分かりました。

6 ヶ月の時、真夜中に大声で鳴き続ける

ので、どうしたものか、しばらく無視してい

ましたが、近所迷惑になるので、根負けし

て見にいくと、すごい下痢で、体中ウンチ

まみれ、かわいそうにおなかが痛かった

のでしょう。シャワーで洗った後、朝まで付

き添ってやると落ち着きました。

10 カ月のときは、夕食を食べた後なの

に鳴き始め、無視して放っておくといつま

でも鳴きつづけ、2 時間後に根負け。タオ

ルを使って短時間引っ張り遊びに付き合

うと、なんとか納得して、入眠してくれまし

た。ところが今度は、毎朝のように 4 時頃

から鳴き始め、ほとほと弱っていましたが、

もしかしたら、餌が足りないのでは？とト

レーナーさんに言われ、規定の量に野菜

や 肉 な ど の ト ッ ピ ン グ も し て い る の

に・・・・？と半信半疑でおもいきつて 2～3

割近く増やしてみると翌日からピタッと鳴

きやみました。人間でいうと、思春期の成

長著しい時期だったのです。そういえば我

が家の息子たちも、中学生の時はご飯 4

杯ぐらい食べたときがありました。

ワンも激しい運動をしていて、おなかが

空いていたのでした。本当にかわいそうな

ことをしました。おかわりちょうだい！と言

っていたのですね。

犬語が分からないからと無視せず、犬の

気持ちになってみることの大切さを学びま

した。

   

振り返ってみると、いたずらするときは、

人の顔を見て、わざと怒られるようなこと

をして逃げていきます。「僕の方をみてよ。

もっと遊んでよ。」と言っているのですね。

叱ると、つまらなそうな顔をしますが、一

向にいたずらは止まりません。ますますエ

スカレートします。そのうちふと反対の対

応をしたらどうだろうと思いつきました。

「良い子だね。グッド！持ってきてくれたの

ね。グッド、グッド。」というと、銜えていた

ものを口から離すようになりました。「叱る

より褒めろ」です。

ワンを叱るときは間髪いれず低い声で。

くどくど言わない。褒めるときは、弾んだ声

で大げさに。スキンシップを忘れずに。こ

れ人間も一緒ですね。

一歳近くになって、やっとお互いに気心

が分かるようになり、相手がなにを望んで

いるのか、目を見て推し量れるようになり

ました。私が忙しそうにしていると、そばに

座ってじっと待つこともできます。

コートを着ると、お出かけだぁ～と嬉しそう

について来て、彼とお散歩の時につかう

軍手をくわえてきて「さあ、行こう」と誘い

ます。

賢くて、人の気持ちを先読みするのには

参りますが、信頼しきった目を見ると、ほ

んまに可愛い！

大型犬で見た目にはツキノワグマ風なの

で、知らない人は怖がるでしょうが、彼の

方は、人は誰でも大好き。だから番犬に

はなりませんが、これからの私の人生の

よきお伴になってくれることは間違いあり

ません。

犬は一年余りで大人になります。自分

の子育てをする前に、一年間ワン育てを

しておけば、その失敗を教訓に、子育てで

失敗する悩みも半減するだろうなと思った

ことでした。

村本邦子

ハワイに滞在中である。研究テーマを

たくさん抱えてやってきたのだが、ここに

は今なお、定期的に東北へ通っている人

たちがたくさんいることに驚いている。マッ

サージをしたり、フラを踊ったり、焼きそば

を焼いたりと、その活動内容も様々。震災

を機に東北に思いを寄せ駆けつけた人た

ちが、その地で人々と出会い、行くたびご

とに、その関係を大事にしたいという思い

を強めていくということのようだ。

そう言えば、東北で「どんな支援が一番

役に立ったと思いますか？」と尋ねると、

皆が口を揃えて、「何をもらった、何をして

もらったということは関係ない。継続して

来てくれて、親しい関係になれることがあ

りがたい」と言う。
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昨年6月に実施した「ココロかさなるプロ

ジェクト」のインタビューで、「禍福は糾え

る縄の如し」と言った方があった。災害が

もたらす禍を帳消しにできなくても、福をも

たらす側面もあるという事実が人を支える

のかもしれない。

3月末には、親を亡くしたハワイの子ど

もたちと、東日本大震災で親を亡くした子

どもたちが合流するキャンプを手伝う。大

災害を機に、遠く離れた人々が絆を結べ

るのは現代ならではだろう。そこからまた

新しい可能性が生まれ育っていくことを楽

しみにするとしよう。

國友万裕

春休みは、ぼくのような大学非常勤講

師にとっては時間がたっぷりある時期で

す。一応、書かなくてはならない論文はあ

るのですが、一日中論文や勉強ばかりと

いうわけにもいかないので、映画を観に

行ったり、スポーツクラブに行ったりしなが

ら、毎日過ごしています。

誰かにかまって欲しくて、色々な人に飯

行かないか、風呂行かないかと誘ってい

るのですが、他の職業の人はこの時期は

休みではないので、なかなか付き合ってく

れません。あー、寂しい。今年の春休みは、

かつての教え子と１回食事しただけで、あ

とはほとんどお一人さまで過ごしていま

す。

でも、まだこの原稿を書いている時点で

は春休みは半分も終わっていません。こ

れから誰かと会えるのを期待しているとこ

ろです。ちなみにあと１週間でぼくは５２歳

になります。２月２７日生まれです。

魚座、九紫火星、辰年、木星人プラス、

数秘術では４タイプです。どの占いを見て

も今年は人気運と書かれているので、期

待しているんだけど……。きっと 27 日に

から運気が変わるのかもしれませんね。

この原稿がアップされる頃には、色々な友

人とあえて、ニコニコ状態になっているこ

とを信じましょう！

北村真也

認定フリースクール「アウラ学びの森

知誠館」代表。（http://tiseikan.com）

もう年度末。毎年１年が早く感じるように

なるのは、歳のせいでしょうか？フリース

クールをめぐる新しい法律の話。若者支

援に対する社会の意識の変化。さまざま

なうねりの中で、私たちの活動も続きま

す。

古川秀明

この原稿を書いている時に、シリアで連

続テロがあり、死者が１８４人になったとい

うニュースが流れた。ほぼ同じくして、日

本では東京で地方から出てきた若者の自

殺がまた増えているというニュースも流れ

た。報道にいちいちこころを動かされては

いけないのだろうが、いろいろ考えてしま

った。

シンガーソングカウンセラー

ふるかわひであき

西川友理

京都西山短期大学で講師をしつつ、

色々と学生支援に関わる事をさせていた

だいています。

このところ、頭で考えるよりも、体が感じ

る感覚…よさ、楽しさ、呼ばれている感じ、

あるいは違和感、気持ち悪さ、近づいて

はいけない感じ…に、耳を澄ます、という

ことを意識的にやっています。「～ねばな

らぬ決断」が多い日々だからこそ、「自然

に湧き上がる気持ち」を大事にして、行動

を決める、とでも言いましょうか。そうする

と、1 つ発見がありました。

それは、長いこと「サボる」と「休む」と

「遊ぶ」をごっちゃにしていたのかもしれな

い、ということです。休んでいると、「なに

サボってんねん」と自分にツッコミを入れ

る自分がどこかにいる。「休む」ことと「遊

ぶ」事の違いがわかっていない。

自営業で、休みの日という概念がほぼ

無い家で育ちました。居間とお店の作業

場は、障子一枚隔てた所。見たいテレビ

番組も最小の音にして、父母等が働いて

いるお店の忙しさを気にしながら、「なん

かほんとすんません、テレビを見ててごめ

んなさい、でもこの番組だけ見たいねん、

見させてな」と思いながら、子どもの頃、ア

ニメを見ていたなぁという過去も思い出し

ました。なんでテレビ一つ見るのにそんな

に恐縮せなあかんねん（笑）休むことや遊

ぶことはサボること、イコールごめんなさ

い、といった感じがどこかにあったのかも

しれない、と気づきました。

「サボる」と「休む」と「遊ぶ」を意識して

から、しっかり休むという意味もなんとなく

解るし、休むと決めた日は遊ばないし、遊

ぶ日は全力で遊ぶ。

遊ぶのって楽しい。言葉にしたらだいぶア

ホみたいですが、最近、本当にそう思いま

す。

坂口伊都

この間、久しぶりに前の職場の方 2 人

と食事をしました。お一人は、私と同じ時

期に辞職された方で、もう一方は、この 3

月末日で辞職をする方です。風の噂で、こ

の 3 月で辞められる方がしんどそうだと聞

いていたのもあって、会おうかという事に

なりました。

私が、養育里親をするために辞職して

から、もう 3 年になります。久しぶりに顔を

合わせて話しましたが、何か 3 年も会って

いなかったなんて嘘のように一緒に働い

ていた当時の感覚に戻っていました。話

題も、今の生活とは違うところの話が多く

なります。積もる話が多くて、里親の話な

んて微塵も出てこなくて、それが何か新鮮

でした。

その一方で、養育里親として話をして欲

しいと頼まれることも徐々に増えてきまし

た。7 月 2 日、3 日に大阪で全国児童養護

問題研究会全国大会が開催されるのです

が、児童養護施設の職員さんと養育里親

である私が対話をしながら、社会的養護

の場で生活をする子どもの支援につなが

るヒントを見つけていく分科会をする予定

です。子どもを中心に据えて、同じ方向を

向ける場になればと思っています。

河岸由里子

北海道 かうんせりんぐるうむ かかし

主宰
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『本音』：今年の冬は、余り酷い雪にあっ

ていない。道路の雪も多くないし、走りや

すい冬である。寒さもさほど厳しくない。北

海道と言えども、温暖化の傾向は否めな

い。きっと数十年後には、北海道が軽井

沢の様な避暑地になるのかもしれない。

「今のうちに別荘を持っては如何？関東

や関西は暑くて住めなくなりますよ。」なん

て話もちらほら。一方で、東京にマンショ

ンを買いませんかと言う話も舞い込んでく

る。千歳に別荘を買う方が東京にマンショ

ンを買うよりずっと安いし、使い勝手も良

いだろう。千歳は空港の町。我が家から

空港までは車で 10 分。出発前 30 分に家

を出ても間に合う。この便利さと、夏の涼

しさと、自然と、美味しい食べ物と。更に冬

も雪が減るのであれば、こんなに住みや

すい場所は無い、と感じつつも、生まれも

育ちも東京の私は、やはりどこかで東京

に帰りたいと思っている。

団士郎

最近の関心事というと二人の作家。共に

話題になっている事態があるから、流行

だと言えなくもない。浦沢直樹は漫画家。

連載中に愛読していた作品もあるが、

「YAWARA」を読みたいとも,「HAPPY」を読

みたいとも、「20 世紀少年」を読みたいと

思ったことはなかった。

それがＢＳで「漫勉」を見た。トップラン

ナーの漫画家である彼が、若い漫画家に

関心を向け、番組の進行役として制作現

場を訪れ、自分とは異なった作画や技を

語っている。

大昔、手塚治虫さんに一度だけお目に

かかった時。それは東京のギャラリーで

のマンガート展と題したものに私も作品を

出していた時のことなのだが。他の多くの

著名漫画家は、みんなその道の成功した

大先輩の酒飲みだった。展示中の作品を

熱心に見てくれた人はなかった。

手塚さんだけが来場して、作品を一つ

一つ見て行かれた。自作の前で少し話も

した。その空気に似たものが浦沢直樹に

ある気がした。更に、NHK switch インタビ

ューで小室哲哉と対談している時の姿勢

がとても素敵に見えた。

そんなことを思っていたら作品が目に

つき始めた。「Master キートン」は連載中

に読んでいたが、改めて作品を読みたい

と思った。そして「20 世紀少年」から手にし

始め、「ＹＡＷＡＲＡ」はａｍａｚｏｎの中古で

大人買いで、読み始めた。

もう一人は若松英輔。出会いは E テレ

「100 分ｄｅ名著 代表的日本人・内村鑑

三」の回である。内村鑑三のことは三〇年

以上も前のことだが、岡山県津山市にあ

る奇妙な博物館の向かいの文書館をたま

たま訪れたときに意識した。無教会、独力

での聖書研究誌発行、各地での聖書勉強

会、事業家としての才等の事が書かれた

資料に触れた。キリスト教に格別関心が

あったわけではないから、心惹かれたの

は氏の行動原理である。

その後、折に触れ内村鑑三の名は目に

した。しかし具体的な何かへの時期が充

ちた気はしなかったので、断片的関心に

過ぎなかった。それがここ数年、このマガ

ジンの継続発行、全国各地での長期に渡

る継続ＷＳ開催。基本的な学びの世界に

は属するが、アカデミズムの大樹には寄

りかからないこと。そして、漫画「木陰の物

語」連載の独自ルート開拓と、小冊子の

継続的無償配布など、知らないうちに強く

内村鑑三流を意識していたのではないか

と思う展開がある。

だからいよいよ私にとって、内村鑑三の

時が来たのかなとなんとなく思っていた。

そんな時に目にした番組の解説に登場し

ていた若松英輔。この人の言葉がなんと

も興味深かった。

そこでまず番組のテキストを読み、彼の

書いた物をネット検索し、「悲しみの秘儀」

ナナロク社刊に出会った。これは心ふるえ

る一冊だった。好みがあるだろうから、誰

にでも薦めるものではないが、私にはか

けがえのない一冊に思える。今のところ

はまだ内村ではなく若松だ。

岡崎正明

先日研修会に出た。毎年なるべく出る

ようにしている研修で、その名も「児童相

談所と近接領域における家族療法・家族

援助の実際」という。

やたら長くて覚えにくい。略称も無くてよ

ぶとき困る。よくこの名前で２５回も続いて

いるなあ、というのが正直な感想。しかし

特に主催団体があるわけでも、開催義務

があるわけでもなく、毎年各都道府県の

有志が持ち回りでやっているというのだか

ら、なかなかすごい。

いろんな講師のいろんな話。共通して

いるのは実践的で前向きなところだ。本誌

にも執筆中の中村正先生の話は、特にし

びれた。アカデミックだけど分かりやすくて、

品が良いのに高飛車でない。

既成の研究や学問から世の中を見て

いては、新しい発想は生まれてこない。

「どうして問題ばかりを研究するのか？」と

いうまっとうな問い。ｎｕｌｅａｒｎ（脱学習）と

いう考え方に思わず「我が意を得たりっ」

と心の中でつぶやいた。

昔から教わったままにするのが嫌いな

へそ曲がりだ。仕事の引継ぎでも、言わ

れた通りやればいいのに、自分なりにア

レンジしたり「もっといい方法はないか？」

「それする意味あるんか？」と、早い段階

で独自の手法を考えたりしてしまう。だっ

てその方が「自分のもの」になるから。も

ちろん考えが足らずに失敗も多くなるが、

失敗を重ねたほうが「自分のもの」になり

やすいのも経験済み。

普段から「バカでもいいから地頭（じあ

たま）で考えろ」と思っていた私に、脱学習

のお話は本当に嬉しかった。勝手に親近

感を覚えたりして、ついトイレで先生に話

しかけたりする無礼者なのでした。

ｂuimen0412@yahoo.co.jp

千葉晃央

◆京都国際社会福祉センターで新しい研

修を担当することになりました。「事例

から学ぶソーシャルワーク ～明日か

ら使う具体的な働きかけ 導入編・基礎



11

編～」のなかの「対人援助の仕事と

は？対人援助職は利用者をどうとらえ

るのか？」「援助職の陥る問題 救世主

願望と罪悪感、保護と配慮等」という全

体20回のうちの2回です。どちらも好き

なテーマだし、他にもたくさん大切なテ

ーマをラインナップしていますので、興

味がありましたらよろしくお願いいたし

ます。

◆http://www.kiswec.com/enjo.html◆

◆私の父はよくテレビで落語を観ていた。

桂枝雀が好きだったような記憶がある。

「笑点」をはじめ演芸番組をよく観てい

た。そのため、そこそこ落語家さんの名

前と顔はわかる。きっかけがあり、落語

を通勤の車のなかで聴くようになった。

その時ききたい！と思った落語家さん

は古今亭志ん朝さん。そんなことあらた

めて意識したことがなかったけど、自分

自身にきいたらこの答えだった。ききは

じめると本当におもしろい。学ぶことも

多い。志ん朝さん、今何やっているんだ

ろうと思ったら、すでに故人だった…。

ショックである。

大川聡子

拙著「10 代の母というライフスタイル－

出産を選択した社会的特徴に着目して」

が、2/28 に晃洋書房から出版されました。

内容は、4 年前に執筆した博士論文を加

筆修正したものです。2016 年の年末年始

は、博士論文を通してひたすら 4 年前の

自分と対話していました。前段の内容から

ここまで言えないでしょ、と思うようなとこ

ろもあれば、こんな表現は今できないな、

と感心するようなところもありました。自分

自身は退化しているのか進化しているの

かわかりませんが、学位授与時に 2 歳、5

歳だった子どもたちはそれぞれ 6 歳、9 歳

になりました。成長していく彼らがうらやま

しく思える今日この頃です。

博論執筆中、執筆後、そして出版に際

して、対人援助学マガジンに関係する沢

山の先生方にお世話になりました。本当

にありがとうございました。

大谷多加志

息子が 4 月で小学校に入学します。今

は体験入学があり、体操服や文具の購入

がありと、入学に向けての準備を日々こな

しているところです。大人からすると、毎

日のびのび楽しく過ごしていた保育園生

活が終わってしまうのを名残惜しく思って

しまいますが、息子も含め多くの子どもは

学校に行くのが楽しみで仕方がないよう

に見えます。子どもって、成長する、大人

になっていくことを嬉しく思うんですね。そ

ういえば、自分もそうだったような気がす

るなぁ・・・。そのうち「大人なんかなりたく

ない」「仕事なんかしたくない」と思われな

いように、楽しく仕事と生活を送る大人の

姿を見せられる親でありたいと思ったりし

ています。

竹中尚文

浄土真宗本願寺派専光寺住職。

先日、ローマ法王の「人と人の間に壁を作

るのは、キリスト教徒ではない」という発言

が報道された。大いに賛同するところであ

る。それなりの教義を有する宗教は、人と

人のつながりを必須としている。このつな

がりの基礎になるのは平等である。多くの

宗教は、その勢力維持のために権威主義

と手を結んだ。近世のヨーロッパ社会では、

基本的価値観が権威から平等に移行した。

キリスト教はその時、本来の平等へ戻れ

なかった。そこに宗教的空白ができた。そ

れを埋めるようにナショナリズムが発生し

た。◆日本でも仏教は、平等を大切にして

いた。この時代、仏教は政治権力とは異

次元の存在であった。江戸初期に、意図

的に無宗教が作り出された。一方で、仏

教は権威主義にドンドンと傾倒していった。

宗教が形骸化していけば、人の気持ちは

離れる。精神的空白にナショナリズムは

いとも簡単に発生する。◆今、ローマ法王

が平等を大切にしようとされている姿勢に

は、とても共感できる。現代の宗教は本来

の姿勢に戻り、平等と共感に基礎を置い

た人のつながりを作らねばならない。この

数百年間、ナショナリズムの元にどれほ

どの命が失われた事だろうか。今こそ、坊

さんの出番である。テレビで袈裟を売って、

糊口をしのぐ坊さんが跋扈するばかりだ

が。

川﨑二三彦

新連載

年が明けてからというもの、twitter や

Facebook への投稿もすっかりご無沙汰し

ていて、一部の人から「生きてますか？」

という心配の声がかかるかと思ったら、そ

んなことはこれぽっちも起こらず、当方、

相変わらずの生活ぶり。そこで覚えに

twitter 不定期連載「呆け日誌」風に近況

を報告しておこう。

*

○某月某日「呆け日誌／優先座席」

最近は電車に乗っても、割と平気で優先

座席を利用する。この日も堂々と座ってい

たら、年配の男性が杖をついて乗り込ん

でくるではないか。反射的に席を譲った

ら、怪訝な顔してこちらを見る。そこで再び

眺めたら、杖と思ったのはキャリーバッグ

の伸縮ハンドル。おまけに年の頃私とほ

とんど変わらない。合わす顔がないとはこ

のことだ。

○某月某日「呆け日誌／転倒」

夜間の会議。主催者との打ち合わせが

長引き、駐車場を抜けて急ぎ会場に向か

ったのはよいとして、「ここ、低い垣根があ

るので注意してくださいね」と言われて

軽々とまたごうとしたら、いきなり転倒。垣

根の一歩手前の駐車止めブロックに躓い

てしまったのだ。親指を捻挫して今も不自

由を託っております          。

○某月某日「呆け日誌／新カラマーゾフ

……」

こんな本につかまって往生した。驚くべ

き小説だが、作者の新訳になる「カラマー

ゾフの兄弟」を読んだのが数年前だった

ので、呆けた頭にはドストエフスキーの原

作がほとんど残っておらず、十分消化でき

ないまま上下巻合計 1400 ページあまりの

本作を読了。それにしても東京外国語大

学の学長だった人がこんな分厚い本を書

けるのか？

*

というようなことを書き連ねていても、き
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りがない。近況はそれぐらいにして、今回

は、新連載のお知らせをしなくてはなるま

い。

前号の著者短信欄で、

「連載『映画の中の子どもたち』は、今号

で 22 回を数えるのだけれど、諸般の事情

でそろ終結もしくは断続的投稿として、新

しい連載を始めることに、

しようかどうしようか、現在思案投げ首

沈思黙考鋭意熟考迷妄瞑想真っ最中で

ございます。とりあえずのお知らせでした」

と記したのだけれど、いよいよ決断、つ

いに今号から新しい連載を開始すること

にした。ただし、最初は準備号とでもいうし

かない内容で、第1回とも付けられず「序」

としている。

ついでにここでタイトル解題。児童相談

所の、おもに児童福祉司を中心としたス

ーパーバイズをテーマに考えているので、

「S・V」というのは特に説明の必要もない

だろうが、副題の「羅針盤のない航海」が

問題だ。むろんそれは、私の S・V 自体が

そうであったということだが、それだけでな

く、この連載も、実はどこをさまよい、どこ

に寄港し、どこに漂着するのかさっぱりわ

からぬ羅針盤のない連載になるという危

うさによる。途中で、（意外と早く）難破す

るかも知れず、皆さまに白眼視されること

を覚悟の出航であることを、最初に告白し

ておきます。

また、これまで続けてきた「映画の中の

子どもたち」は、今後は気まぐれ連載とい

うことで、不定期、断続的に掲載し、その

うち誰知らぬ間に沙汰やみになるかも知

れませんが、その点悪しからずご了承くだ

さい。

（2016/02/28 記）

荒木晃子

こころ穏やかにお正月を迎え、あわた

だしく日常のスタートを切った。新年度は、

新たに次のステージを目指すことになる

ので、日々、健康維持には留意せねばと

肝に銘じている。

今年は、新領域へ足を踏み入れ、新たに

出会った仲間と共に、新しい試みに挑戦

することになるだろう。そこでは、これまで

私が目指してきた先の、遥か向こうにそび

え立つ、想像もつかないほどの大きな壁

が、いつか身近に迫ってくることもあるだ

ろう。現に、過去に経験したことのないほ

ど、自分の不勉強さと力不足を感じはじめ

萎縮気味の自分が、いま、ここにある。こ

ころが小さく窄み始める時、いまは亡き両

親の笑顔を脳裏に浮かべ、こころでつぶ

やく。

「お父さん、お母さん、どうか私に勇気を

与えてください。ふたりは、私の内に、渇く

ことのない希望を授け、尽きることなく歩

むからだを与えてくれた。でも、もうひとつ、

願わくば、勇気のシャワーを、どうか天国

から降り注いでほしい。あなたの娘は、自

分という人間を仲間とともに十分に使い果

たし、悔いのない人生の幕引きを願って

いるのです。」

さあ、今年も一年、頑張るぞ！どうぞよろ

しく。

サトウタツヤ

前回、思わぬミスで原稿が不着となり、

一回休載となりすみませんでした。しかし、

原稿は手元に残っているので一回得した

気分です。こんな怠けた感想ではダメです

ね。。。

見野 大介 みのだいすけ

正月気分も全く無いままに、もう二月が

終わろうとしております。餅つきは結局４

件回りました。いずれも応援を依頼されて

の餅つきでしたが、回を重ねるごとに餅つ

きの奥深さを知り、ますます楽しくなってき

ました。そのうち自宅でも餅つきイベント

やってそうで怖いです（笑）

さて、本職のお話ですが三月に京都高

島屋で個展をします。普段使いの器を作

ることが多いのですが、高島屋という場所

でもあるので今回は花器や茶器、酒器な

どを中心に展示しようと考えております。

会期中はずっと在廊しておりますので、ぜ

ひ茶化しに来てくださいませ。

【 陶 見野大介展 】

会期：2016.3.23－3.29 10：00－20：00（最

終日 16：00 まで）

会場：高島屋京都店 ６階美術工芸

サロン

鶴谷主一

毎年年度末はやたらに忙しい。仕事の

処理能力も落ちているらしく机の上に次々

と仕事がたまっていきます。幼稚園の先

生たちも保育の準備や卒園進級に向けて

準備をしたり、個人的に園児にプレゼント

するものを作ったり、毎日遅くまで仕事を

している。

今回取り上げた生活発表会に取り組む

先生たちも、一生懸命準備や練習に注力

しているに違いない。その努力が先生も

子どもも保護者も、みんなが納得いく形で

実を結ぶことが大事なのだと思います、そ

のためにはリーダーがしっかりと方針を立

てることが肝要でしょう。

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp

メール osakana@haramachi-ki.jp

ツイッター haramachikinder

新連載決意表明編

奥野景子 理学療法士

おくのほそみち

～ ご挨拶 ～

「奥野、お前もマガジン書かなあかん

ぞ」『……う、実は最近、マガジンの連載を

したいなって思ってたとこなんです…』「そ

うか！じゃあ書けかけ～」『…わっ、かりま

した(ついに書くのかぁ…)』

2015年11月7日(土)夜、岩手県宮古市

のカフェバーでの団先生と私のやり取りで

ある。なぜ岩手！？と思う方がいるかもし

れないが、その日は立命館大学大学院応

用人間科学研究科が東北四県で行なっ

ている東日本・家族応援プロジェクトに参

加する為に宮古に行っていた。団先生と

院生二名、修了生一名と私でカフェバー

に行くことになり、どういう流れでこの話に

なったのかは思い出せないが、有難いこ

とに気が付いたらマガジンを書くことにな
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っていた。

どんな連載になっていくのかは、自分で

もよくわかりませんが、ぼちぼち続けて行

ければな～と思っています。それではみ

なさん、これからよろしくお願いいたしま

す。

＊助走＊

0. 「はじめまして」を始めます

はじめまして、次回から連載を始めさせ

ていただくことになった奥野景子です。ま

ずは「おくのほそみち」なんていうよくわか

らないふざけたタイトルにも関わらず、読

んでいただいている方に感謝を申し上げ

ます(笑)。今回は助走ということで、自己

紹介と今の段階でこれから書いていきた

いなぁと思っていることについて簡単に述

べたいと思います。

1. ここでの名乗り

連載を始めるにあたって最初に決めた

のは「理学療法士 奥野景子」と名乗るこ

とでした。なぜか？と聞かれると、まだ上

手く答えられない自分がいますが、強いて

言うなら「奥野景子」として書くには、少し

まだ恥ずかしい部分があるからとでも言

えば良いのでしょうか…。

理学療法士という自身の職業を枕詞に

することで、少しだけ胸を張れるような気

がしています。理学療法士という自身の

職業を通した方が、自分自身のことを少し

だけ上手く書けるような気もしています。

2. 「えっ？おくのほそみち…？」

さて、次はよくわからないタイトル「おく

のほそみち」についてです。始めは全く違

ったタイトルにしようと決めていました。で

も、結局このタイトルで書いてみることに

…。正直、自分でもびっくりです。

2015 年 3 月に立命館大学大学院応用

人間科学研究科を修了してから、私は自

分自身の変化に気が付くことがちょろちょ

ろあります。マガジンを書いてみようと思

ったこと、それを自分の口から団先生に伝

えられたこと(本当は団先生発信の話だっ

たけど)、今までは読んだことのない分野

の本を買いあさっていること(読めていな

い本がたくさんあるのに買い足してしまう

ことも)、職場の人とちょくちょく飲みに行く

ようになり(お陰さまで焼酎も覚え始めまし

た)、一緒に旅行にも行ったこと、少し引っ

掛かりがある物件にも関わらず引越しを

決めたこと(それでも楽しみ♪)、そして、こ

の連載のタイトルを「おくのほそみち」に決

めていたこと…。これ以外にも今までの自

分であればやらなかっただろうなと思うこ

とがちょろちょろあります。そんな自分に

気が付くたびになんだか嬉しかったり、恥

ずかしかったり、不思議に思ったりしてい

る自分もいて、それもまた新鮮です。

はじめに決めていたタイトルには「リハ

ビリテーション」という言葉が入っていまし

た。自身の言葉を通して自分なりのリハビ

リテーションについて考えたいと思ってい

たからです。ただ、何について書いていこ

うかと考えているうちに、自分なりのリハ

ビリテーションを通して自分自身について

考えたいと思うようになっていました。そ

の結果、ある人から提案されたこのタイト

ルになっていました。タイトルについては、

まだ腑に落ちていない部分もありますが、

このタイトルで結局書き始めていること、

こんなことも楽しめるようになった自分の

変化も感じています。

3. これからのこと

それでは、この連載を通して何を書い

ていくのか？について、ですが…。…え～

っと、何について書いていきましょうか(笑)。

決してノープランという訳ではありませ

ん！ただ、まだちょっと上手く言えないだ

けです(たぶん…)。でも、仕事を通して感

じたこと、考えたこと、今までの自身の経

験が仕事につながっていること、仕事に

全く関係のない自分のこと…などなど、い

ろいろと書きたいことはあるので、それら

についてぼちぼち書いていきたいなと思っ

ています。それが何になっていくのかは、

よくわかりません。それでも、書きたいこと

があって、書ける場所があることに感謝し

つつ、細く長くやっていきたいなと思ってい

ます。

ここまで読んでいただいた方の中には、

うすうす感じていらっしゃる方もいるかもし

れませんが、私にはまだまだ上手く言え

ないことがたくさんあります。また、上手く

言おうと思っていないこと、上手く言いたく

ないこともた～くさんあります。綺麗な言

葉や耳あたりの良い言葉を並べてそれら

しく書いたり、わかった風を装ったりしまう

くらいなら、胸を張って「私にはよくわかり

ません！！」と言いたいのです。「よくわか

らないけど、今はこう思っているんですが

…」といった感じで書いていきたいと思っ

ています。時にはのんびり、時には真面

目に、時にはなんとなく…。それでは、こ

れからよろしくお願いいたします。


